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です ｡ 例外 として､教授 ,助教授 も積極的に電子計算機の使用に タッチしてい

ます｡このような現実 を考慮 して､各学部 ,研究所に所属する実際の利用者達

によって､利用者問甲連絡会 DECUM(Digital a:ユectronic Computer

UserMeeting)を もち､すでに 15回を数 えていますQそこで･は､サブルー

チンの商 売 ･改皐や数置解析の勉強 もやっていますが､･電子計算機使用申込手

続の合理化 ,使用時間割当の改尊 ,使用料金の問題 など事務的なことが ら,電

子計算機 メーカーの機械保守に対する苦情や -,電子計算機 スタツうの利用者に

対す るサー ビス甲 こととか､電子計算磯使用上 の発生す る諸問題を話合い､電

子計算機の管選運営運転,が円滑になるよう努力 しています｡今後､大型電子計

算機の共 同利用に関す る重要な具体的渚機構が確立 され るでしょうが､全国共

同利用 という名目で導入 され るか らには､地方の利用希望者の声 も､充分に反

映 していただき､̀･名芙 ともに具わった全国共 同利用の電子計算機 としての運営
/

を希望いたします｡

｢物 性研 究 ｣ の 編 集 につ い て

掘 ▲淳 一

最近 ｢物性研究｣への投稿 がやや偏って来たように見受けられます｡またき

くところに よります と､原稿の集ま りが非常に悪い とい う話です｡この ことは

或は ~｢物性研究｣ とい うような ものは必要がないことを意味 してい るのか も知

れません｡.しか し ｢物性研究｣の発刊を推進 された方 々は これが是非必要であ

ると考えられた筈で､それが根拠の うすい ものだったとい うことは考えに くい

ことですo嵐は発刊にあたってどの よう奉養論がなされたか殆ん ど知 らないの

ですが､亘れ とは別にやは り必要 だ と思?ていますっその理由は或は京都で考

えられ た理由 と大部違ってい るか もしれませんが､誌名を ｢基礎物理｣に しよ

くかけ廃れているわけで もないようですo何れにしてーも､物性研究が早 くも物

性論研究 と同じ運命を辿 るのは困ったことだ と思 うので､お役に立つかどうか
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分 りませんが､若干私見並びに提案 をのづ てみたい と思 います . ～

｢物性研究｣ を長続 きさせ るためには､何等かの樽色を出す ことが､一番必

要 だ と思 います｡ 総花的或は平均的な ものを作ったのでは､既存の ｢物性｣ と

か､ ｢物性研究だより｣と類似 な ものになって しま うだけで しょうかーらO しか

し一方､特色を出す と片 よった も･Dになって読者が減少 し､嘩韓的に立 ちゆか

な くなるという危痕 があることは確かで､難か L,い所です｡ 従って一方向にの

み偏 らせたのでは駄 目で､いろんな方向に偏 らせて多極化 させ､ これ らの 't偏

っ た もの "を綜合することが必要だ と思いますo もつ と具体的 にい うと､ ｢物

性1や ｢物性研だより｣の もっている零困気か らはみ出た ものを ｢物性研究｣

で威厳的に拾 いあげ る｡ とい うわけです ｡ 例 えば物性物理や､原子核物理 と物

性物理の中間甫域 ,或は現在のいわめ る物性基礎論の内､ どちらか といえば､

数理的 (方法論的)傾向を もった もの､等に重点 をお き､これ らを境界償域 と

して結合することが考え られ ますO但 L,｢軒埠研究｣げ ｢物性｣や ｢物性だよ

り｣とならんで､物性物理一般 に関す る速報 や情報交換や提案 などの発表の場

とい う意味 もかな l)強 くもってい るのでしょうが らー これ以外の ものを排除す

るとい うのではな く､ どんな投稿 に対 して も､ open に してお くこ'とは今 まで

通 り必要だ と思 います｡

研究会報告はすでにしば しば載っていますが､ これの内容を もつ と豊 富 にす

ることは出来 ないで しょ うか O 伺 えば各研究会はそれ ぞれ特有の零覇気や

philosophy を もってい ると思 いますが､ これ らにつ いて書いてもらうとか､

各研究会の内部でなされた種 々の議論を緒論だけで なく､詳 しく書も亘 もらう

とか､研究会報告 とは別に ｢研究会め ぐり｣とい うような記事があれば面白い

と思います｡

何れに して も､-受動的に投稿 を待つだけでは面白い ものは揖乗に くいでしょ

うか ら､騎極的にこの竃 の原稿 を集 める必要があ ると思います｡他の雑誌でや

って早るような､特定の問題についてのアンケー トをとるとか･色々な人の意

見をきくとい･うことも試みては如何 で しょうか｡

北海道のヤツは違いのをいいことにしてフ トコロ∴手を して勝手なことを言っ

ている､ といわれ るそうーですか ら､ 1つだ け具棒的 な授案 をさせていただ きま

す ｡ ｢物性研究｣の編集 を各地方の もちまわ りにしたら如何でしょ うか,即 ち
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何月号は どの地区の痔集､ とい う風 にして､貢数の 2/3 な り4/5 を提供 し,

その分の鰐集をその地方の編集委員の責任で行 う､ とい うわけです. もちろん

完全に もちまわ りにす ることは少 一くとも始めは困難 と思 いますか ら､1年 に2

- 3号を地方特集にす る程度の ところから試みてみた らどうか と思います｡

北大 は研究者が少いので､ そう度々は無理 ですが､ 2年に 1回程度 ならば何 と

か出来 そ うな気が します｡ もしこうい う案 が認め られましたら､ さしあたって

1965年の 1月号 あた りを霜集 してみて もよい と考えてお ります｡

とりとめのないことをか きま したが､何等かの御参考になれば事です｡
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